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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

文書番号 217 
会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 

決裁期日 平成２２年 ６月 １日 

名 称 上富良野町企業振興措置条例適用審査委員会 

日 時 平成２２年 ５月３１日（月） 13 時 30 分～15 時 30 分 

場 所 上富良野町役場 ２階 審議室 

出席者 

委員：伊藤委員長、長田委員、田浦委員（副町長）、田中委員（総務課長）、北向委員（建設

水道課長）5名 

庶務 産業振興課長 商工観光班主幹 担当主査  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 

から上富良野町企業振興措置条例第 7条に基

づく工場等の指定申請書が提出されたことから同条例施行規則第 14 条第 1 項第 1 号の規定

により指定の可否について、上富良野町企業振興措置条例適用審査委員会の会議を開催し

た。 

１ 委員長あいさつの後、庶務担当課長から説明 

○議題審議 

 前段で、一度審議を行い については、現地に行き、 については

前回の審議(平成 22 年 2月 18 日)の際、現地確認していることと口蹄疫発生により立ち入

り制限していることから現地確認については行わないことを委員相互で確認し、現地確認

後、問題があった場合再審議をすることとした。 

○担当課長から別紙資料により工場等の指定について説明。 

(1)  

の子会社として平成 21 年 11 月 24 日上富良野町に本店を置き、

を設立し、平成 22 年 3月 8日 の跡地で操業開始した。 

事業内容は、プラスチック製品製造業工場、投下固定資産額 310,161 千円、増加する従

業員 17 名 

(2)  

 豚舎 8 棟（旭野地区 3 棟、富原地区 5 棟）、投下固定資産額 1,290,561 千円、増加する

従業員 1名で前回指定 7名に 1名追加して合計 8名の雇用増加となる。 

助成内容については、固定資産税額の助成と従業員 1 につき 15 万円の助成が 3 年間、

借入金利子の助成は 5 年間となっている。助成については平成 23 年度からで助成額につ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 

 

いては来年度賦課されることから未定となっている。 

質疑１ の収支計画は？  

担 当 売上額は、当初 173,800 千円で 5年後は 400,000 千円を予定し 51,300 千円の利

益が出る予定となっている。 

質疑２ どんな製品を製造しているのか？ 

担 当 で製造していた電子銃とプラスチックのキャップやアルミキャップな

どで詳細は把握していないので現地確認の際に事業説明があるのでその時確認

する。 

質疑３ の火災で焼失した豚舎はどうするのか？ 

担 当 再建する予定ときいているが時期については検討中で、早急には行わないとみ

られる。また、再建する場合は建替となることから条例上新設となり助成の対象

となる。 

（主な意見は、上記のとおり） 

委員長  他に質疑がなければ、指定することで決定するが現地確認で問題があれば再

審議することとする。 

以上で会議を終了。 

現地確認  

から別紙資料により会社概要の説明をうけ の両名により製造現

場視察を行い問題となる点はないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




